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被保険者数
 男 2,611 人
 女 2,191 人
 計 4,802 人

平均標準報酬月額事業所数

9 事業所

被扶養者数
1,263 人

１人当たり扶養率
0.26 人

介護保険第２号被保険者数

 　 1,197 人
　男  340,535 円
　女  263,579 円
平均 305,423 円

の健康を守ろう！
H Iealth nformation

　歯を失う原因の大半は、むし歯や歯周病によるもの
です。むし歯や歯周病の原因となるのは歯垢（プラーク）
と呼ばれる細菌の塊で、その中にそれぞれの原因菌が
います。
　大人のむし歯は過去の治療で詰め物をした歯に再発す
るケースや、さまざまな要因で歯ぐきが下がり露出した
歯の根元に発生するケースが多くなります。
　大人のむし歯や歯周病は自覚症状が出にくく、気づ
かないうちに進行します。歯・口の健康は、おいしく
食べる、会話を楽しむなど豊かな人生を送るための基
礎となります。歯・口の健康を保つには、
定期的に歯科健診を受け、むし歯や歯周病
の予防、早期発見・早期治療をすることが
大切です。

定期的に歯科健診を受けよう

歯・口の健康が人生を豊かにする歯科健診を受けないと後悔するかも
　公益社団法人日本歯科医師会が全国の 15 歳〜 79 歳
の男女 1万人を対象に 2020 年に行った調査では、約 8
割が「もっと早くから歯の健診や治療をしておけばよ
かった」と後悔しています。

そう思う
ややそう思う
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「歯科医療に関する一般生活者意識調査」
出典：日本歯科医師会

　歯・口の健康を損なうと、食事や会話のときだけでなく、体の健康にも大きな影響を及ぼします。
いつまでも元気に過ごすためには、定期的に歯科健診を受け、歯・口の健康を守ることが重要です。

４人に3人が

後悔してます

もっと早くから歯の健診・治療をしておけばよかったと思うか？

公告第250号　
新年度の健康保険料率及び介護保険料率について
　健康保険料率は1,000分の94、介護保険料率は1,000分の
17.4とし、いずれも前年度から変更ありません。
　令和4年3月1日（令和4年3月分保険料、ただし任意継続被
保険者については令和4年4月1日）から実施します。

健康保険料率 介護保険料率

新料率 旧料率 新料率 旧料率

被保険者 47.000/1,000 47.000/1,000 8.700/1,000 8.700/1,000

事 業 主 47.000/1,000 47.000/1,000 8.700/1,000 8.700/1,000

合    計 94.000/1,000 94.000/1,000 17.400/1,000 17.400/1,000

公告第251号　
任意継続被保険者の
新年度保険料について
　令和4年度の任意継続被保険者の標準報酬月額
は300,000円です。保険料は以下のとおりです。

　上記標準報酬月額は退職時の標準報酬月額と当
組合の平均標準報酬月額（上記金額）を比べ、い
ずれか低い方の額を適用します。
（適用期間　令和4年4月1日～令和5年3月31日）

標準報酬月額 300,000円 ( 第22等級 )

健康保険料月額 300,000円 ×   94/1,000 ＝ 28,200円

介護保険料月額 300,000円 × 17.4/1,000 ＝  5,220円

公 告

令和 4 年 3 月 31 日付けで国分靖哲氏が理事長を退任し、後任に森下緑氏が 4 月 1 日付けで理事長へ就任されました。
また、欠員となった選定議員へは三井孝彦氏が 4 月 1 日付けで就任されました。


